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米
子
―
ソ
ウ
ル
国
際
定
期
便
の
再
開
が
確
定
し
ま
し
た
。

韓
国
の
航
空
会
社
・
エ
ア
ソ
ウ
ル
の
趙
鎮
満(

チ
ョ
・
ジ
ン

マ
ン)

代
表
理
事
は
、
こ
と
し
10
月
25
日
か
ら
の
就
航
を
表

明
。
１
９
５
人
乗
り
の
Ａ
３
２
１
―
２
０
０
機
が
毎
週
３
回

(

日
・
水
・
金
曜
日)

、
米
子
鬼
太
郎
空
港
と
仁
川
国
際
空
港

の
間
を
往
復
し
ま
す
。
日
韓
関
係
の
悪
化
を
受
け
て
、
２
０

１
９
年
10
月
に
運
休
し
て
以
来
、
４
年
ぶ
り
の
定
期
便
再
開

と
な
り
ま
す
。

鬼
太
郎
空
港 

週
３
往
復
で
４
年
ぶ
り

鬼
太
郎
空
港 

週
３
往
復
で
４
年
ぶ
り

米
子
ー
ソ
ウ
ル
便
10
月
再
開

米
子
ー
ソ
ウ
ル
便
10
月
再
開

米
子
ー
ソ
ウ
ル
便
10
月
再
開

米
子
ー
ソ
ウ
ル
便
10
月
再
開

　
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

こ
の
度
、
境
港
フ
ィ
ッ
シ
ュ

(

Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ)

大
使
に
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
釣
り
好
き
、
魚
好
き
の
私

に
と
っ
て
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
大
使

を
拝
命
す
る
の
は
、
こ
の
上

な
い
喜
び
で
、
家
内
や
娘
達

か
ら
も
「
お
父
さ
ん
に
ピ
ッ

タ
リ
や
わ
！(
大
阪
弁)

」

と
祝
福
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
本
年
４
月
、
私
は
鳥
取
県

(

米
子
市)

を
離
れ
、
宮
崎
県

(

日
南
市)

の
工
場
に
赴
任

し
ま
し
た
。
宮
崎
の
懇
意
の

皆
さ
ん
に
、
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
大
使

の
名
刺
を
出
す
と
、
境
港
の

こ
と
を
聞
か
れ
ま
す
。

　「
綺
麗
な
砂
浜
と
日
本
海

側
有
数
の
漁
港
が
あ
り
、
日

本
海
の
カ
ニ
や
美
味
し
い
魚

が
上
が
り
ま
す
よ
」「
妖
怪

が
沢
山
い
て(

？)

、
鬼
太

郎
電
車
が
走
っ
て
い
ま
す
」

「
有
名
な
皆
生
温
泉
も
直
ぐ

そ
ば
で
す
」
と
お
話
し
す
る

と
、
皆
さ
ん
大
変
羨
ま
し
そ

う
に
さ
れ
ま
す
。

　「
美
保
関
で
釣
り
を
し
て
、

皆
生
温
泉
に
入
っ
て
、
境
港

の
美
味
し
い
魚
を
食
べ
る
」。

そ
り
ゃ
、
弟
や
娘
達
が
何
度

も
遊
び
に
来
る
わ
け
で
す
ね
。

　
た
だ
、
私
は
境
港
Ｆ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
大
使
と
し
て
、
家
族
だ
け

で
な
く
、
世
界
中
に
境
港
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
の
が

使
命
で
す
。
ま
ず
は
宮
崎
と

大
阪
か
ら
始
め
て
ま
い
り
ま

寄稿

境港フィッシュ（FISH）大使   平林 哲也　

境港ファンの増加を

SAKAIMINATO FISH AMBASSADORSAKAIMINATO FISH AMBASSADOR

す
。
一
人
で
も
境
港
の
フ
ァ

ン
が
増
え
ま
す
よ
う
に
と
。

　
末
筆
な
が
ら
、
お
世
話
に

な
っ
た
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
王
子
製
紙
㈱
執
行
役
員
日

南
工
場
長
】

　(

一
社)

境
港
青
年
会
議

所(

上
道
町
、
岡
空
聡
理
事

長)

は
、
境
港
市
内
の
様
々

な
団
体
と
協
力
し
て
、
９
月

30
日
と
10
月
１
日
の
両
日
、

夢
み
な
と
公
園(

竹
内
団
地)

で
「
さ
か
い
夢
み
な
と
朝
市
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
同
青
年
会
議
所
は
、
境
港

の
水
産
や
海
、
魚
を
中
心
と

し
た
魅
力
の
発
信
と
海
辺
の

賑
わ
い
を
継
続
的
に
創
出
す

る
た
め
に
は「
チ
ー
ム
境
港
」

と
し
て
一
体
と
な
っ
て
魅
力

を
発
信
し
て
い
く
必
要
性
が

あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の

形
と
し
て
朝
市
の
開
催
を
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　
同
朝
市
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
９
月
30
日
㈯
、
10
月

１
日
㈰
　
午
前
８
時
～
午
後

２
時

場
所
　
夢
み
な
と
公
園

出
店
　
水
産
物
を
中
心
に
地

域
の
名
産
を
扱
う
店
舗
や
お

子
様
も
楽
し
め
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
、
約
50
店
程
度

　
詳
し
く
は
、
同
青
年
会
議

所(

☎
44
―
２
７
０
０)

ま
で
。

境港青年
会 議 所

オ
ー
ル
境
港
で
魅
力
発
信

さ
か
い
夢
み
な
と
朝
市 

初
開
催

　
こ
と
し
４
月
９
日
か
ら
４

月
28
日
ま
で
の
間
、
米
子
―

ソ
ウ
ル
便
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便

が
運
航
さ
れ
ま
し
た
。
韓
国

の
ロ
ッ
テ
観
光
の
催
行
で
、

計
９
往
復
・
８
ツ
ア
ー
を
実

施
。
約
１
３
０
０
人
が
鳥
取

・
島
根
両
県
の
各
地
を
訪
問

し
、
旅
の
楽
し
さ
を
満
喫
し

ま
し
た
。

　
鳥
取
県
は
、
７
月
４
日
に

ソ
ウ
ル
市
内
で
、
韓
国
旅
行

会
社
や
メ
デ
ィ
ア
65
人
を
招

い
て
、
観
光
情
報
説
明
会
を

開
催
。
鳥
取
県
へ
の
旅
行
商

品
造
成
や
魅
力
発
信
を
依
頼

し
ま
し
た
。

　
一
方
、
韓
国
へ
の
訪
問
機

運
醸
成
も
活
発
に
な
っ
て
い

ま
す
。Ｊ
Ｕ
米
子
高
島
屋(

米

子
市
角
盤
町)

は
４
階
催
事

場
で
、
８
月
８
日
か
ら
８
月

20
日
ま
で
の
12
日
間
、
韓
国

物
産
展
「
ア
ン
ニ
ョ
ン(

こ

ん
に
ち
は)

ソ
ウ
ル
」
を
開
催
。

　
Ｋ
―
Ｐ
Ｏ
Ｐ
グ
ッ
ズ
や
韓

国
食
品
、
ス
イ
ー
ツ
、
コ
ス

メ
な
ど
を
販
売
し
、
韓
国
旅

行
紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や

開
運
占
い
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

も
行
い
ま
し
た
。

　
エ
ア
ソ
ウ
ル
米
子
支
店

(

佐
斐
神
町)

の
山
根
保
彦

支
店
長
は
「
大
変
お
待
た
せ

し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
定

期
便
が
再
開
し
ま
す
。
お
得

な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
も
販

売
中
な
の
で
、
便
利
な
米
子

―
ソ
ウ
ル
便
を
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社
米
子
支

店(

☎
47
―
３
３
２
１)

、
ま

た
は
鳥
取
県
国
際
観
光
・
万

博
課(

☎
０
８
５
７
―
26
―

７
２
２
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

境港おさかなロード境港おさかなロード
の仲間たちの仲間たち

〜第26回 ホシザメ〜〜第26回 ホシザメ〜

　ホシザメは、北海道以南の日本各地に分布する
海水性のサメで、砂地や泥地を好んで生息します。
　体長は1.5ｍほどになり、体色は背中が灰色で、
腹部は白色です。背中の斑点模様が特徴的な比
較的小型のサメで、甲殻類を主な餌として捕食し
ています。 
　また、卵胎生で妊娠期間のある珍しい魚です。
約10カ月間にわたり母体の体内で20cmから
30cmにまで成長した後、子ザメが生まれます(標
準的には５
匹から６匹)。
　サメの中
では、一番
普 通 に 沿
岸域で見られ、西日本では特に味が良いと定評
があります。かまぼこやはんぺんなどの練り物の
原料となるほか、干物、唐揚げ、フライ、また新
鮮なものを湯引きして辛子酢味噌などで食べても
美味しいです。
設置場所　酒井商店・ママクック前(朝日町)
　　　　　資料提供：ＮＰＯ法人 元気みなと

チャーター便の乗客を歓迎する平井伸治・鳥取県
知事（左から2人目）と鬼太郎ら　　　 Ⓒ水木プロ



山陰 ･境港水産物卸売市場直送
頑固一徹品質一筋 ･川口商店の

かに  卸売直販専
門

有限会社

川口商店 鳥取県境港市昭和町流通会館1Ｆ
TEL(0859)42‒2577 ･ FAX(0859)42‒2979
http://kani.ocnk.net/

境港
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自然のめぐみを大切に
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梶 谷 　 肇代表取締役社長
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ち
ょ
っ
と拝 見

― ワークサポート ―

企業支援で地域に貢献
弓ヶ浜半島のPR看板を設置

　

㈱
ワ
ー
ク
サ
ポ
ー
ト(

芝
町
、
寺
本
修
一
社
長)

は
地
元
企

業
と
協
力
し
て
、
同
社
の
敷
地
内
に
「
遊
べ
る
・
学
べ
る
地

域
を
元
気
に
！　

看
板
」
を
設
置
。
完
成
を
記
念
し
て
、
８

月
10
日
に
お
披
露
目
会
を
実
施
し
、
伊
達
憲
太
郎
・
境
港
市

長
ら
と
祝
い
ま
し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
企

業
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
続
け
る
同
社
の

事
業
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
社
は
、
寺
本
社
長
が
２

０
１
６
年
に
起
業
。
建
設
機

械
レ
ン
タ
ル
会
社
の
営
業
職

新
事
業
の
可
能
性
を
調
査

実
践
編 

パ
ー
ト
⑤

とっとり国際
ビジネスセンター

海
外
展
開
の
ス
ス
メ

日
本
海

冷
凍
魚

―
海
外
に
向
け
て
、
ど
ん

な
事
業
を
し
て
い
ま
す
か
。

　「
当
社
は
、
紅
ズ
ワ
イ

ガ
ニ
加
工
製
品
を
製
造
し

て
お
り
、
製
造
工
程
で
発

生
す
る
ゆ
で
汁(

廃
液)

を
有
効
活
用
す
る
た
め
の

『
凍
結
融
解
濃
縮
技
術
』

を
開
発
し
ま
し
た
。
低
コ

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー(

竹
内
団
地
、
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内)

が
境
港
で
積
極

的
に
海
外
展
開
を
検
討
し
て
い
る
企
業
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
日

本
海
冷
凍
魚
㈱(

昭
和
町
、
越
河
彰
統
社
長)

で
す
。

ス
ト
で
高
品
質
な
カ
ニ
な
ど

の
濃
縮
エ
キ
ス
を
製
造
す
る

技
術
で
す
。
こ
の
技
術
を
活

用
し
た
海
外
展
開
の
検
討
を

始
め
ま
し
た
」

―
そ
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
。

　「(

独
法)

国
際
協
力
機
構

(

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ)

と
『
ベ
ト
ナ
ム

国
凍
結
融
解
濃
縮
技
術
に
よ

る
水
産
加
工
等
の
未
利
用
資

源
の
有
効
活
用
と
市
場
価
値

向
上
に
関
す
る
基
礎
調
査
』

に
関
わ
る
契
約
を
締
結(

２

０
２
２
年
11
月
か
ら
２
０
２

３
年
12
月
ま
で)

し
た
こ
と

で
す
。
現
在
、
ベ
ト
ナ
ム
で

の
事
業
可
能
性
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
」

―
調
査
で
苦
労
し
た
こ
と
は
。

　「
訪
問
先
企
業
の
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
で
す
。
当
社
の
ベ
ト

ナ
ム
人
ス
タ
ッ
フ
と
も
協
力

し
ま
し
た
が
、
思
う
よ
う
に

進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の

後
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
や
国
際
ビ

ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
で

知
っ
た
『
鳥
取
県
東
南
ア
ジ

ア
ビ
ュ
ー
ロ
ー
』
の
情
報
網

を
活
用
し
て
３
社
に
訪
問
し
、

現
地
情
報
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」

―
今
後
は
、
ど
の
よ
う
に
展

開
を
進
め
ま
す
か
。

　「
収
集
し
た
現
地
情
報
や

現
地
企
業
と
の
人
脈
な
ど
を

活
用
し
、
工
場
設
置
を
含
め
、

展
開
を
検
討
し
ま
す
。
現
地

の
水
産
加
工
業
の
課
題(

加

工
技
術
、
安
定
雇
用
、
環
境

保
全
な
ど)

の
解
決
に
も
寄

与
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て

　
同
社
の
業
務
主
任
者
・
小

栗
紀
行
氏
は
「
本
事
業
を

通
じ
て
、
境
港
市
と
ベ
ト

ナ
ム
の
人
材
交
流
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
語

り
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
も

今
後
の
新
市
場
へ
の
展
開

を
支
援
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

同社の伯州綿PR看板で遊ぶ園児ら

か
ら
独
立
し
て
、
そ
の
会
社

が
請
け
負
っ
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
事
業
も
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

重
機
、
ダ
ン
プ
な
ど
の
レ
ン

タ
ル
や
販
売
と
、
イ
ベ
ン
ト

設
営
な
ど
の
業
務
を
実
施
。

企
業
の
様
々
な
困
り
ご
と
に

寄
り
添
っ
て
対
応
し
ま
す
。

　
地
域
貢
献
に
つ
い
て
は
、

㈲
環
建(

中
野
町
、
渡
邉
昇

社
長)

の
伯
州
綿
応
援
壁
画

設
置
に
協
力
し
た
こ
と
が
始

ま
り
。
同
社
の
周
辺
に
伯
州

綿
畑
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
境
線
か

ら
見
え
る
同
社
の
壁
に
伯
州

綿
の
Ｐ
Ｒ
壁
画
を
描
き
ま
し

た
。
以
来
、
地
域
を
元
気
に

す
る
様
々
な
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
看
板
は
、
ワ

ー
ク
サ
ポ
ー
ト
の
近
く
に
あ

る
育
成
保
育
園(

芝
町)

と

外
江
保
育
園(

外
江
町)

の

園
児
が
散
歩
に
訪
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、
同
社
敷

地
内
に
設
置
。
伯
州
綿
の
あ

ら
ま
し
や
弓
ヶ
浜
半
島
の
様

子
を
描
き
な
が
ら
、
マ
グ
ネ

ッ
ト
を
使
っ
た
遊
び
を
取
り

入
れ
ま
し
た
。

　「
こ
の
看
板
で
、
子
ど
も

た
ち
の
笑
顔
が
増
え
た
ら
う

れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
、
地

域
を
支
え
る
人
に
な
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
思
い
を
は
せ

る
寺
本
社
長
。

　
一
方
、
事
業
展
開
に
つ
い

て
は
「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、
複

式
簿
記
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
同
講
習
会
は
、
複
式
簿

記
の
基
礎
か
ら
決
算(

日
商

簿
記
検
定
３
級
程
度)

ま
で

の
習
得
を
目
指
し
た
内
容
で
、

検
定
試
験
対
策
も
実
施
。

　
同
講
習
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
９
月
19
日
㈫
～
11
月

10
日
㈮(

全
15
回)

　
時
間

は
い
ず
れ
も
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所
３

階
大
ホ
ー
ル(

境
港
市
上
道

町)

講
師
　
谷
田
真ま

さ
き基
氏(

山
陰

み
ら
い
税
理
士
法
人
境
港
事

務
所
所
長
・
税
理
士)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

受
講
料
　
▽
共
催
団
体
会
員

＝
２
２
０
０
円(

税
込
み)

▽

一
般
＝
４
４
０
０
円(

税
込

み)

　
い
ず
れ
も
15
回
合
計

の
料
金

申
込
期
限
　
９
月
６
日
㈬

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

現
地
で
協
議
中
の
皆
さ
ん

事
業
を
、
地
域
の
企
業
と
共

に
行
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎
44

―
５
８
８
６)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

堀
田
会
頭
と
島
谷
議
員
が
受
賞

中
国
経
済
産
業
局
長
表
彰

　
境
港
商
工
会
議
所
の
堀
田

收
会
頭(

㈱
ウ
ミ
ラ
イ
・
代

表
取
締
役
社
長)

と
島
谷
憲

司
議
員(

㈱
島
谷
水
産
代
表

取
締
役
社
長)

は
、
２
０
２

３
年
度
の
中
国
経
済
産
業
局

長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
堀
田
会
頭
は
境
港
商
工
会

議
所
の
役
員
・
議
員
歴
が
通

算
20
年
以
上
、
ま
た
島
谷
議

９月19日から 複式簿記講習会

受講者を募集中
ー 境港商議所 ー

島谷憲司・議員 堀田收・会頭

　境港商工会議所は毎月１回、第２水曜日に知
財無料相談会を開催しています(秘密厳守)。
　同相談会９月のあらましは、次の通りです。
日　時　９月13日㈬　午後１時～４時
　　　　(前日までの予約が必要）
場　所　境港商工会議所・経営支援室
　　　　(境港市上道町)
　詳しくは、境港商工会議所相談課(☎44-
1111)まで｡

９月13日開催 知財無料相談会 員
は
議
員
歴
が
18
年
以
上
に

及
び
、
長
年
に
わ
た
る
商
工

会
議
所
活
動
を
通
し
て
、
地

域
経
済
の
振
興
・
発
展
に
尽

く
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
。

　
６
月
30
日
に
グ
ラ
ン
ド
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
広
島(

広
島

市)

で
表
彰
式
が
あ
り
、
中

国
地
方
管
内
商
工
団
体
の
受

賞
者
代
表
と
し
て
、
堀
田
会

頭
が
表
彰
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
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•
•
•
•
•
•
•
•

ー 境港市 ー

市
内
企
業
へ
の
支
援
を
充
実

シ
リ
ー
ズ
①

境
港
企
業
の
取
り
組
み

男
女
共

同
参
画

　
今
回
か
ら
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
む
境
港
市
内
企
業
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
第
一
弾
は
、
境

港
市
が
展
開
す
る
市
内
企
業
支
援
策
の
紹
介
で
す
。

　
２
０
２
３(

令
和
５)

年

版
の
男
女
共
同
参
画
白
書
は

「『
男
性
は
仕
事
』『
女
性
は

家
庭
』と
い
っ
た『
昭

和
モ
デ
ル
』
か
ら
全

て
の
人
が
希
望
に
応

じ
て
、
家
庭
で
も
仕

事
で
も
活
躍
で
き
る

社
会『
令
和
モ
デ
ル
』

に
切
り
替
え
る
時
で

あ
る
」
と
強
調
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
境
港
市
が

２
０
２
２(

令
和
４)

年
度
に
実
施
し
た
調

査
で
は
、
仕
事
と
家

庭
生
活
を
両
立
す
る

た
め
に
進
め
て
ほ
し

　
境
港
商
工
会
議
所
会
員

企
業
の
創
業
時
の
様
子
を

伝
え
る
「
創
業
の
頃
」。

今
回
は
、㈲
岡
田
商
店(

幸

神
町
、
岡
田
信
行
社
長)

の
岡
田
昭
夫
会
長
に
伺
い

ま
し
た
。 創業の創業の 22

八百屋の原点
頃

― 岡田商店 ―

　
１
９
８
１(

昭
和
56)

年

11
月
吉
日
が
当
社
オ
ー
プ
ン

の
日
で
し
た
。

　
１
９
６
５(

昭
和
40)

年

頃
か
ら
、
佐
斐
神
町
で
義
父

母
が
産
業
道
路
沿
い
で
水
産

加
工
業(

い
り
こ
製
造)

、
ラ

ー
メ
ン
屋
、
野
菜
・
果
物
の

行
商
を
し
て
い
ま
し
た
。
一

生
懸
命
働
き
、
境
港
の
ほ
か
、

米
子
や
島
根
方
面
か
ら
も
、

お
客
様
が
来
ら
れ
る
店
と
し

て
繁
盛
し
て
い
た
の
で
す
。

　
そ
の
頃
、
米
子
空
港
の
騒

音
問
題
に
よ
る
集
団
移
転
の

問
題
が
あ
り
、
家
族
会
議
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
が

店
の
後
継
者
に
決
ま
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
を
機
に
会
社
に

し
て
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

岡
田
昭
夫
35
歳
、
八
百
屋
の

人
生
の
始
ま
り
で
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
は
、
空
調
設
備

会
社
に
勤
務
し
て
い
た
の
で

す
が
、
苦
労
や
困
難
は
あ
る

だ
ろ
う
が
、
そ
こ
か
ら
楽
し

み
が
見
い
だ
せ
る
と
自
分
に

言
い
聞
か
せ
て
ス
タ
ー
ト
し

た
の
で
す
。

　
朝
は
４
時
に
起
き
、

青
果
市
場
に
行
き
ま

す
。
売
れ
筋
商
品
を

見
極
め
、
商
談
、
セ

リ
、
他
市
場
の
値
動

き
な
ど
、
情
報
を
大

切
に
、
仕
入
れ
に
全

力
を
注
ぎ
、「
利
は
元(

仕
入

れ)

に
あ
り
」
を
肝
に
銘
じ

て
、
お
客
様
に
良
い
商
品
を

よ
り
安
く
提
供
で
き
る
店
を

創
っ
て
き
ま
し
た
。

　
当
社
の
理
念
は
「
食
を
通

し
て
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
実
現
と

健
全
な
経
営
を
行
い
ま
す
」

で
す
。
社
員
に
浸
透
す
る
こ

と
で
、
社
風
も
良
く
、
活
気

が
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
感
あ
ふ

れ
る
店
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
率
先
し
て
店
頭
に
立
ち
、

マ
イ
ク
を
使
っ
て
「
朝
の
果

物
は
金
賞
。
果
物
、
野
菜
を

食
べ
ま
し
ょ
う
！
　
美
味
し

さ
は
宝
物
。
安
心
は
岡
田
の

こ
こ
ろ
」
と
元
気
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
き

ま
し
た
。

　
お
陰
で
、
口
コ
ミ
で
お
客

様
も
増
え
、
困
難
な
時
も
あ

り
ま
し
た
が
、
順
調
に
推
移

し
て
い
ま
す
。
社
員
と
地
域

の
お
客
様
に
感
謝
で
す
。
10

年
前
か
ら
長
男
が
社
長
に
な

り
「
八
百
屋
の
原
点
」
を
旗

い
取
り
組
み
と
し
て
「
子
育

て
や
介
護
を
し
な
が
ら
働
け

る
職
場
づ
く
り
」
を
求
め
て

い
る
人
が
55
㌫
と
一
番
多
く
、

女
性
に
限
定
す
る
と
63
㌫
で

し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
鳥
取
県

と
境
港
市
は
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
、
各
種
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
防
止
、
性
別
に
よ

ら
な
い
均
等
な
能
力
活
用
な

ど
、
誰
も
が
働
き
や
す
い
職

場
環
境
づ
く
り
を
推
進
。

　
鳥
取
県
が
認
定
す
る
「
鳥

取
県
男
女
共
同
参
画
推
進
企

業
」
に
は
、
境
港
市
内
の
約

40
社
が
認
定
を
受
け
、
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
る
と
▽
就
業

規
則
整
備
に
社
会
保
険
労
務

士
が
無
料
訪
問
▽
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
紹
介
▽
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
求
人
票
に
認
定

の
表
示
が
で
き
る
▽
ロ
ゴ
マ

ー
ク
の
使
用
可
―
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
境
港
市
は
仕

事
と
子
育
て
や
介
護
な
ど
を

両
立
し
、
安
心
し
て
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
子
育
て
支

援
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
。

　
子
育
て
に
つ
い
て
は
▽
延

長
保
育
、
休
日
保
育
、
病
児

保
育
の
拡
充
▽
境
港
市
フ
ァ

ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

で
保
育
園
の
送
迎
や
帰
宅
後

の
預
か
り
に
対
応
―
な
ど
の

支
援
を
実
施
。
ま
た
介
護
で

は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の

活
用
で
家
族
介
護
の
負
担
軽

減
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
境
港
市
総
合
政
策
課
人
権

政
策
室
の
栗
原
り
か
室
長
は

「
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍

で
き
る
『
令
和
モ
デ
ル
』
の

男
女
共
同
参
画
社
会
を
境
港

市
か
ら
発
信
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
総
合

政
策
課(

☎
47
―
１
１
０
２)

、

ま
た
は
同
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー(

☎
45
―
６

６
６
０)

ま
で
。

創業時と変わらぬ笑顔の岡田
昭夫会長＝1996年頃

子
育
て
支
援
中
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

佐藤浩延・会頭指名議員 森脇良文・議員

印
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
様
に
は
、
岡
田
商

店
が
美
味
し
い
も
の
と
出

会
い
、
感
動
で
き
る
場
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
皆
様
の
店
と
し
て
、

い
つ
も
心
を
添
え
て
、
良

い
商
品
を
届
け
て
い
き
た

い
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
人
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
な
が
ら
、
地
域
に
と

っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

企
業
と
し
て
、
新
鮮
な
野

菜
と
果
物
で
お
客
様
を
健

康
に
す
る
お
手
伝
い
を
し

な
が
ら
、
社
員
と
共
に
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。(

談)

　
境
港
商
工
会
議
所
・
議
員

の
う
ち
、
北
陽
冷
蔵
㈱
、
米

子
信
用
金
庫
境
港
支
店
、
境

港
セ
ン
タ
ー
冷
蔵
㈱
の
職
務

執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
会
頭
指
名
議
員

の
う
ち
、
同同
境
港
エ
ネ
ル

ギ
ー
パ
ワ
ー
の
職
務
執
行
者

が
変
更
。
任
期
は
、
２
０
２

５
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　
新
し
い
職
務
執
行
者
は
、

次
の
通
り(

敬
称
略)

。

議
員

梶
谷
肇(

か
じ
た
に
・
は
じ

め)

▽
事
業
所
＝
北
陽
冷
蔵

㈱(

境
港
市
昭
和
町)

▽
役

職
＝
代
表
取
締
役
社
長
▽
変

更
年
月
日
＝
２
０
２
３
年
６

月
20
日
▽
前
任
者
＝
竹
中
弘

治(

前
・
代
表
取
締
役
社
長)

小
藤
善
之(

こ
と
う
・
よ
し

ゆ
き)

▽
事
業
所
＝
米
子
信

用
金
庫
境
港
支
店(

境
港
市

元
町)

▽
役
職
＝
支
店
長
▽

変
更
年
月
日
＝
２
０
２
３
年

６
月
29
日
▽
前
任
者
＝
中
木

啓
文(

前
・
支
店
長)

森
脇
良
文(

も
り
わ
き
・
よ

し
ふ
み)

▽
事
業
所
＝
境
港

セ
ン
タ
ー
冷
蔵
㈱(

境
港
市

昭
和
町)

▽
役
職
＝
代
表
取

締
役
社
長
▽
変
更
年
月
日
＝

２
０
２
３
年
６
月
27
日
▽
前

任
者
＝
森
脇
寛(

前
・
代
表

取
締
役
社
長)

会
頭
指
名
議
員

佐
藤
浩
延(

さ
と
う
・
ひ
ろ

の
ぶ)

▽
事
業
所
＝
同同
境
港

エ
ネ
ル
ギ
ー
パ
ワ
ー(

境
港

市
昭
和
町)

▽
役
職
＝
社
長 

職
務
執
行
者
▽
変
更
年
月
日

＝
２
０
２
３
年
６
月
29
日
▽

前
任
者
＝
柴
田
秀
信(

前
・

社
長 

職
務
執
行
者)

小藤善之・議員 梶谷肇・議員

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

市
は
「
事
業
承
継
」
全
般
に

関
す
る
個
別
相
談
会
を
毎
月

1
回
、
第
３
木
曜
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。
相
談
料
は
無

料
で
、
秘
密
厳
守
。
前
日
ま

で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

　
同
相
談
会
９
月
の
あ
ら
ま

し
は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
９
月
21
日
㈭
　
午
後

１
時
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所
・

経
営
支
援
室(

境
港
市
上
道

町)相
談
員
　
鳥
取
県
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー 

サ

ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

ま
で
。

事
業
承
継
個
別
相
談
会

９
月
21
日
開
催

職
務
執
行
者
が
変
更

議
員
・
会
頭
指
名
議
員

境
港
商
議
所
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鳥取県公安委員会認定  第61号
㈳全国警備業協会加盟・鳥取県警備業協会会員

有限会社サンアート山陰
〒684-0043 鳥取県境港市竹内町1362番地

ＴＥＬ ０８５９－４５－２２２８

●元気な方なら、18歳～65歳位までOK!
●勤務場所は、境港市内・米子市周辺
　鳥取県西部・島根県東部など

株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長  鷲澤からのお得情報 ～

GK見守るクルマの保険

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

プレミアム　ドラレコ型新発売 !
360°撮影可能＆駐車監視機能付き

◎事故緊急自動通報サービス　◎車外持ち出し機能　等々
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境
港
で
生
産
さ
れ
た
商
品
を
地
元
の
ど
こ
で
購
入
で
き
る

の
か
を
探
す
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
㈱
福

栄(

昭
和
町
、
岩
田
謙
二
郎
社
長)

が
製
造
す
る
商
品
で
す
。

　
同
社
の
主
力
商
品
は

「
漁
師
風
い
か
醤
油
漬
け
」

で
す
。
刺
身
用
の
新
鮮
な

ス
ル
メ
イ
カ
の
胴
体
と
耳

を
細
く
カ
ッ
ト
し
、
特
製

醤
油
ダ
レ
に
漬
け
込
ん
だ

商
品
。
胴
体
は
や
わ
ら
か

く
、
耳
は
コ
リ
コ
リ
と
し

て
い
て
、
２
種
類
の
食
感
が

味
わ
え
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
漁
師
が
船
の

上
で
作
っ
て
食
べ
て
い
た
も

の
を
家
庭
で
も
簡
単
に
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
と
、
開
発
を

ス
タ
ー
ト
。

　
イ
カ
を
使
っ
た
商
品
は
塩

辛
な
ど
、
塩
分
の
高
い
商
品

が
多
い
の
で
す
が
、
女
性
や

子
ど
も
に
も
食
べ
や
す
い
マ

イ
ル
ド
な
味
付
け
に
し
ま
し

た
。
殺
菌
工
程
を
中
心
に
衛

生
面
に
も
万
全
を
期
し
て
い

ま
す
。

　
同
商
品
は
、
す
し
ネ
タ
な

ど
の
業
務
用
と
し
て
販
売
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
近
隣
で
は
、
大
漁
市

場
な
か
う
ら(

竹
内
団
地)

、

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
河
崎
店(

米

子
市
河
崎)

、
Ａ
プ
ラ
イ
ス

花
園
店(

米
子
市
花
園
町)

な
ど
で
販
売
中
で
す
。
同
社

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
サ

イ
ト(
「
吉
丸
本
舗
」

で
検
索)
で
も
購
入

で
き
ま
す
。

　
新
発
売
の
「
イ
カ

た
っ
ぷ
り
焼
売
」
も

人
気
が
あ
り
ま
す
。

イ
カ
を
た
っ
ぷ
り

使
い
、
す
り
身
の
ぷ

り
ぷ
り
感
に
、
粗
め

に
カ
ッ
ト
し
た
ゲ
ソ
が
加
わ

り
、
絶
妙
な
食
感
の
商
品
で

す
。
上
に
乗
せ
た
ホ
タ
ル
イ

カ
が
良
い
ア
ク
セ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
同
商
品
も
吉

丸
本
舗
な
ど
で
販
売
中
。

　
同
社
食
品
部
の
前
田
亮
営

業
課
長
は
「
最
近
、
イ
カ
は

世
界
中
で
品
薄
と
な
り
、
仕

入
れ
値
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
お
客
様
の
ご
要

望
が
あ
る
限
り
、
作
り
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
社(

☎

44
―
３
５
５
５)

ま
で
。

　
鳥
取
県
は
、
企
業
・
団
体
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て

「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
人
材
育
成
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
同
事
業
は
、
専
門
家
が
企
業
を
訪
問
し
て
人

材
育
成
に
関
す
る
課
題
解
決
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

事
業
の
委
託
を
受
け
て
い
る
㈿
山
陰
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
戸
谷

弘
明
代
表
理
事
に
伺
い
ま
し
た
。

人材育成サポート事業クローズアップ

専門家が企業を訪問支援
― 鳥 取 県 ―

　
同
事
業
は
「
人
手
不
足
の

解
消
」「
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
」「
公
的
機
関
の
助

成
金
や
施
策
の
情
報
が
知
り

た
い
」
と
い
っ
た
要
望
に
応

え
る
も
の
で
す
。
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
利
用
は
全
て
無
料
。

　
具
体
的
な
メ
ニ
ュ
ー
の
例

は
▽
助
成
金
、
研
修
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
情
報
提
供
▽
人

材
育
成
計
画
の
策
定
支
援
▽

社
内
研
修
、
勉
強
会
の
企
画

支
援
▽
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成

の
支
援
▽
働
き
が
い
の
あ
る

組
織
づ
く
り
支
援
▽
人
材
全

般
に
関
す
る
相
談
対
応(

採

用
、
定
着
な
ど)

―
で
す
。

　
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト(

国
家
資
格)

保
有
者
が

企
業
・
団
体
を
訪
問
し
て
、

境港発商品

発見

漁
師
風
い
か
醤
油
漬
け福 

栄

情
報
提
供
や
相
談
対
応
を
行

い
ま
す
。
来
年
２
月
ま
で
の

期
間
限
定
企
画
で
、
第
一
次

申
込
締
切
は
こ
と
し
10
月
末

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
山
陰
キ
ャ
リ
ア
開
発
は
、

国
家
資
格
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
集
約
し

た
協
同
組
合
で
す
。

　
戸
谷
代
表
理
事
は
「
私
た

ち
の
究
極
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
は
、
ど
れ
だ
け
多
く
の
人

の
役
に
立
て
る
か
で
す
。
働

い
て
い
る
人
も
会
社
も
幸
せ

に
な
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課(

☎
44
―
１
１

１
１)

、
ま
た
は
鳥
取
県
産

業
人
材
課(

☎
０
８
５
７
―

26
―
７
２
０
９)

、
山
陰
キ

ャ
リ
ア
開
発(

☎
０
９
０
―

２
２
９
４
―
６
１
９
４)

へ
。

支
援
申
込
み
は
、
県
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ(

Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
参
照)

か
ら

も
で
き
ま
す
。

　
境
港
市
は
、
市
内
取
扱
店

舗
で
の
買
物
や
食
事
な
ど
の

際
に
幅
広
く
利
用
で
き
る

「
第
３
弾 

地
元
で
買
お
う
！ 

食
べ
よ
う
！ 

さ
か
い
み
な

と
応
援
券
」
を
９
月
中
旬
頃

ま
で
、
市
民
１
人
に
つ
き
１

冊
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
同
応
援
券
は
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
や
原
材
料
な
ど
の
価
格
高

騰
、
そ
れ
に
伴
う
商
品
価
格

の
値
上
げ
が
続
い
て
い
る
こ

と
で
、
地
域
経
済
や
市
民
生

活
に
大
き
な
影
響
が
及
ん
で

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
国
の
交

付
金
を
活
用
し
て
、
配
布
す

る
も
の
で
す
。
地
元
の
店
舗

で
広
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
同
応
援
券
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

対
象
者
　
本
年
７
月
20
日
現

在
で
、
境
港
市
に
住
民
登
録

が
あ
る
人

送
付
冊
数
　
対
象
者
１
人
に

つ
き
１
冊(

世
帯
主
あ
て
に
、

世
帯
員
分
を
ま
と
め
て
送

付)金
額
　
１
冊
に
つ
き
５
０
０

０
円
分(

５
０
０
円
券
×
10

枚
綴
り)

利
用
期
限
　
２
０
２
４
年
１

月
31
日
㈬

　
応
援
券
を
利
用
で
き
る
店

舗
は
、
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
確
認
で
き
る
ほ
か
、
店
舗

に
ス
テ
ッ
カ
ー
・
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
て
い
ま
す
。
取
扱

店
舗
は
、
随
時
募
集
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
、

市
水
産
商
工
課

(

☎
47
―
１
０

５
６)

へ
。

同事業をPRする戸谷弘明代表理事

商
品
を
紹
介
す
る
前
田
亮
課
長

水

　木

ロ
ー
ド

30
周
年
記
念
事
業

ア
プ
リ
ゲ
ー
ム
と
コ
ラ
ボ
で
イ
ベ
ン
ト

　
１
９
９
３
年
に
オ
ー
プ

ン
し
て
か
ら
30
周
年
を
迎

え
る
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
。

コ
ロ
ナ
禍
も
一
段
落
し
、

観
光
需
要
の
回
復
を
目
的

に
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

30
周
年
記
念
の
様
々
な
事

業
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
こ

と
し
10
周
年
を
迎
え
る
ブ

ラ
ウ
ザ
・
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム

「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
妖
怪

横
丁
」(

運
営
＝
㈱
フ
ジ

ゲ
ー
ム
ス)

と
の
コ
ラ
ボ

イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。

開
催
期
間
は
８
月
31
日
㈭

か
ら
９
月
21
日
㈭
ま
で
で
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
境
港
市

観
光
案
内
所(

大
正
町)

な
ど

で
無
料
配
布
し
て
い
る
「
す

ご
ろ
く
シ
ー
ト
」
に
、
水
木

ロ
ー
ド
沿
道
の
各
店
舗
前
な

ど
に
設
置
し
て
あ
る
妖
怪
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
用
の
妖
怪
ス

タ
ン
プ
を
押
し
て
い
く
と
い

う
も
の
。

　
最
終
地
点
の
同
観
光
案
内

所
に
到
着
す
る
と
「
ゲ
ゲ
ゲ

の
鬼
太
郎
妖
怪
横
丁
オ
リ
ジ

ナ
ル
す
ご
ろ
く
シ
ー
ト
」
が

完
成
し
、
ノ
ベ
ル
テ
ィ
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
一
方
、
同
ア
プ
リ
ゲ
ー
ム

で
は
、
進
行
度
合
い
に
応
じ

て
、
水
木
ロ
ー
ド
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
ア
イ
テ
ム
を
入
手

し
、
自
分
の
横
丁
に
レ
イ
ア

ウ
ト
し
て
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
を
再
現
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、(

一
社)

境
港

観
光
協
会(

☎
47
―
３
８
８

０)

ま
で
。

さかいみなと応援券を配布

新規取扱店舗も募集中
ー 境 港 市 ー

第３弾

　境港商工会議所と鳥取県よろず支援拠点は、個別経
営相談会を毎月１回、第２火曜日に開催しています(秘密
厳守、相談料無料)。
　同相談会９月のあらましは、次の通りです。
日　時　９月12日㈫　午後１時～４時
　　　　(開催日の２日前までの予約が必要）
場　所　境港商工会議所・経営支援室(境港市上道町)
　詳しくは､境港商工会議所相談課(☎4 4-1 1 1 1 )まで｡

９月12日開催 よろず支援拠点
個別経営相談会
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９月７日㈭ 　　　午後 産業医

９月14日㈭ 午前・午後 産業医

９月21日㈭ 　　　午後 産業医

９月25日㈪ 午前　　　精神科医

〃 　　　午後 産業医

９月28日㈭ 　　　午後 産業医

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企業と労働者の健康や
長時間労働についての個別相談窓口を開設しています。

○午前の部＝９時30分～11時30分、午後の部＝１時30分～３時30分
○米子市久米町の西部医師会館会議室で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健センターまで。☎２２－３５７０

９月の相談日

新
商
品
の
誕
生
を
祝
う
皆
さ
ん
＝
お
さ
か
な
パ
ー
ク

　

(

一
社)

境
港
観
光
協
会(

竹
内
団
地
、
結
城
豊
弘
会
長)

は

日
本
食
品
工
業
㈱(
竹
内
町
、
中
西
和
夫
社
長)

と
共
同
で
、

地
元
特
産
品
「
白
ネ
ギ
」
の
シ
ー
ド(

種)

を
使
っ
た
ク
ラ
フ

ト
ビ
ー
ル
「
境
港
シ
ロ
ネ
ギ
エ
ー
ル 

ね
ぎ
坊
主
」
を
開
発
。

７
月
11
日
に
お
さ
か
な
パ
ー
ク(
昭
和
町
、
鳥
取
県
営
水
産

物
地
方
卸
売
市
場
２
号
上
屋
内)
で
完
成
発
表
会
見
を
行
い

ま
し
た
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
誕
生

新
商
品
を
共
同
で
開
発
境港観光協会
日本食品工業

白
ネ
ギ
料

理
に
合
う

　
会
見
当
日
は
、
鳥
取
県
の

平
井
伸
治
知
事
、
境
港
市
の

伊
達
憲
太
郎
市
長
、
鳥
取
西

部
農
業
協
同
組
合
の
中
西
広

則
代
表
理
事
組
合
長
ら
約
40

人
が
出
席
。
除
幕
と
乾
杯
を

し
て
同
ビ
ー
ル
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　
同
ビ
ー
ル
は
、
白
ネ
ギ
の

消
費
拡
大
と
産
地
Ｐ
Ｒ
を
目

指
し
て
企
画
。「
白
ネ
ギ
料

理
に
合
う
ビ
ー
ル
」
の
コ
ン

セ
プ
ト
で
４
７
５
Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ

(
米
子
市
東
倉
吉
町)

に
醸

造
を
委
託
し
た
も
の
で
す
。

　
主
原
料
に
は
、
鳥
取
県
産

の
大
麦
麦
芽
を
使
い
、
副
原

料
と
し
て
鳥
取
県
産
白
ネ
ギ

「
伯
州
美
人
」
の
シ
ー
ド
を

活
用
。
華
や
か
な
香
り
と
キ

レ
が
あ
り
、
飲
み
や
す
い
仕

上
が
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
名
前
に
あ
る
〝
エ
ー
ル
〟

は
、
白
ネ
ギ
生
産
者
に
感
謝

し
エ
ー
ル
を
送
る
こ
と
と
、

ビ
ー
ル
の
種
類
が
エ
ー
ル
ビ

ー
ル
で
あ
る
こ
と
を
掛
け
合

わ
せ
て
命
名
し
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
日
は
、
ビ
ー
ル

に
合
う
「
白
ネ
ギ
料
理
」
も

発
表
。
境
港
観
光
協
会
と
日

本
食
品
工
業
、
鳥
取
西
部
農

協
の
白
ネ
ギ
料
理
研
究
会
が

白
ネ
ギ
を
使
っ
た
様
々
な
料

理
を
提
供
し
、
参
加
者
が
試

食
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
日
本
食
品
工
業
の

公
式
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ

(

「
べ
ん
ぶ
」
で
検
索)

な
ど

で
販
売
中
。
価
格
は
、
１
本

(

３
３
０
㍉
㍑
入
り)

が
７

５
０
円(

税
込
み)

で
す
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
観
光
協

会(

☎
47
―
３
８
８
０)

、
ま

た
は
日
本
食
品
工
業(

☎
44

―
０
２
１
８)

ま
で
。

能の心にふれてみませんか

観世流・境港特別公演
日本全国能楽キャラバン

　
文
化
芸
術
を
全
国
に
届
け

よ
う
と
い
う
文
化
庁
事
業
の

一
環
で
「
日
本
全
国
能
楽
キ

ャ
ラ
バ
ン
！
　
観
世
流
・
境

港
特
別
公
演
」
が
10
月
19
日
、

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

(

み
な
と
テ
ラ
ス
、
上
道
町)

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
演
目
は
、舞
囃
子
「
高
砂
」、

狂
言
「
鐘
の
音
」、能
「
羽
衣
」

の
三
つ
。

　
舞
囃
子
「
高
砂
」
は
、
結

婚
式
な
ど
で
謡
わ
れ
る
め
で

た
い
演
目
で
、
観
世
清
和
・

観
世
流
宗
家
が
面
や
装
束
を

着
け
ず
に
舞
い
ま
す
。

　
能
「
羽
衣
」
は
、
天
に
偽

り
は
あ
り
ま
せ
ん
と
い
う
、

純
真
な
天
女
の
心
を
表
現
し

ま
す
。
春
の
松
原
で
漁
師
・

白
龍
が
見
つ
け
た
美
し
い
衣

は
天
女
の
羽
衣
で
し
た
。
天

女
は
羽
衣
が
無
く
て
は
月
の

世
界
に
帰
れ
ま
せ
ん
。
天
人

五
衰
と
い
っ
て
天
女
が
弱
っ

て
い
き
ま
す
。
漁
師
も
憐
れ

み
羽
衣
を
返
し
ま
す
。

天
女
は
喜
び
美
し
い

舞
を
舞
い
、
天
に
昇

っ
て
い
き
ま
し
た
。

宗
家
の
弟
、
山
階
彌

右
衛
門
が
渾
身
の
舞

を
届
け
ま
す
。

　
狂
言
「
鐘
の
音
」

は
、
金か

ね

の
値ね(

値
段)
と
鐘か

ね

の

音ね

を
間
違
え
た
太
郎
冠
者
。

鐘
の
音
を
主
人
に
伝
え
た
太

郎
冠
者
と
主
人
の
反
応
を
楽

し
み
な
が
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
同
公
演
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

公
演
日
　
10
月
19
日
㈭
　
午

後
２
時
開
演

場
所
　
境
港
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー(

み
な
と
テ
ラ
ス)

市

民
ホ
ー
ル

入
場
料
　
▽
一
般
＝
３
０
０

０
円(

税
込
み)
▽
学
生
＝

１
０
０
０
円(
税
込
み)

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い
　
▽
み

な
と
テ
ラ
ス
▽
チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
▽
観
世
能
楽
堂(

東
京)

　
詳
し
く
は
、
観
世
能
楽
堂

(

☎
03
―
６
２
７
４
―
６
５

７
９)

に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

還
付
金
の
誘
い
に
ご
用
心

詐
欺
は
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

境港警察署

　
介
護
保
険
料
の
払
い
戻
し

な
ど
を
装
う
還
付
金
詐
欺
が

本
年
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
還
付
金
詐
欺
の
手
口
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

① 
市
役
所
や
国
の
機
関
の

職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
「
介

護
保
険
料
の
払
い
戻
し
が
あ

り
ま
す
」「
封
筒
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
見
て
い
ま
せ

ん
か
」「
取
引
銀
行
は
ど
こ

で
す
か
」
と
電
話
が
あ
る

② 

続
い
て
、
金
融
機
関
の

職
員
を
名
乗
る
者
か
ら
「
手

続
き
の
た
め
、
近
く
の
金
融

機
関
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」

「
期
限
が
今
日
ま
で
な
の
で
、

急
い
で
く
だ
さ
い
」「
着
い

た
ら
電
話
し
て
く
だ
さ
い
」

と
電
話
が
あ
り
、
03
や
05
で

始
ま
る
電
話
番
号
を
教
え
ら

れ
る

③ 

金
融
機
関
に
到
着
し
て

電
話
を
す
る
と
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ

ー
ナ
ー
に
行
く
よ
う
に
言
わ

れ
、
指
示
ど
お
り
に
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
操
作
す
る
と
、
預
金
を
犯

人
の
口
座
に
振
り
込
ん
で
し

ま
う
―
と
い
う
も
の
で
す
。

　
被
害
に
遭
っ
た
ほ
と
ん
ど

の
人
は
「
還
付
金
詐
欺
は
知

っ
て
い
た
が
、
ま
さ
か
自
分

に
電
話
が
く
る
と
は
思
っ
て

い
な
か
っ
た
」「
自
分
は
大

丈
夫
と
思
っ
て
い
た
た
め
、

詐
欺
だ
と
気
付
け
な
か
っ

た
」
と
、
詐
欺
を
他
人
事
と

し
て
捉
え
て
い
た
こ
と
を
原

因
の
一
つ
に
挙
げ
て
い
ま
す
。

　
詐
欺
の
電
話
は
、
誰
に
で

も
か
か
っ
て
き
ま
す
。
自
宅

の
電
話
が
鳴
っ
た
ら
「
詐
欺

か
も
？
」
と
疑
う
気
持
ち
を

持
っ
て
、
被
害
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
警
察
署

(

☎
44
―
０
１
１
０)

ま
で
。

能「羽衣」の一場面
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６
月
18
日
、
４
年
ぶ
り
に

「
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝
祭
」
が

開
催
さ
れ
、
私
は
今
回
、
初

め
て
参
加
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
ド
ン
ド
ン
ド
ン

と
威
勢
の
良
い
大
漁
太
鼓
で

感
謝
祭
が
ス
タ
ー
ト
。

　
私
た
ち
女
性
会
は
マ
グ
ロ

料
理
Ｐ
Ｒ
班
と
し
て
、
マ
グ

ロ
の
皮
を
使
っ
た「
皮
ポ
ン
」

と
マ
グ
ロ
の
血
合
い
を
使
っ

た
「
血
合
い
の
唐
揚
げ
」
を

調
理
し
て
来
場
者
に
ふ
る
ま

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

大
島
花
子
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

中
商
女
性
連 

児
島
大
会

家庭でできるマグロ料理をPR

にぎわう会場でふるまう

まぐろ感謝祭まぐろ感謝祭

い
ま
し
た
。

　「
マ
グ
ロ
に
捨
て
る
と
こ

ろ
は
な
い
よ
」
と
先
輩
会
員

に
教
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
か
皮
と
血
合
い

ま
で
食
べ
ら
れ
る
と
は
…
。

調
理
も
初
め
て
、
食
べ
る
の

も
初
め
て
で
、
少
々
戸
惑
い

つ
つ
も
調
理
を
開
始
。

　
皮
ポ
ン
は
、
前
日
の
仕
込

み
で
細
く
切
っ
て
お
い
た
皮

を
ほ
ぐ
し
、
ポ
ン
酢
と
大
根

お
ろ
し
を
あ
え
て
完

成
で
す
。
唐
揚
げ
は
、

前
日
か
ら
血
抜
き
を

し
た
血
合
い
に
下
味

を
つ
け
、
油
で
カ
リ

ッ
と
揚
げ
、
甘
酢
だ

れ
を
か
ら
め
ま
し
た
。

　
マ
グ
ロ
の
皮
は
、

コ
ラ
ー
ゲ
ン
が
た
っ

ぷ
り
で
ぷ
る
ぷ
る
で

し
た
。
血
合
い
の
唐

揚
げ
は
、
外
は
カ
リ

カ
リ
で
中
ふ
ん
わ
り
、

ゴ
マ
の
風
味
で
香
ば

し
い
出
来
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。
こ
ん
な
美
味
し
い
料

理
が
で
き
る
と
は
、
さ
す
が

境
港
産
の
マ
グ
ロ
。

　
試
食
用
ト
レ
ー
に
リ
ー
フ

(

葉)

を
あ
し
ら
い
、
完
成
し

た
２
品
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
並

べ
て
、
来
場
者
に
ふ
る
ま
う

と
、
皆
さ
ん
口
々
に
「
美
味

し
い
、
美
味
し
い
」
と
歓
声

を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
私
と
同
じ
く
、
皮
も
血
合

　
中
国
地
方
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会(

中
商
女
性
連)

児
島
大
会
が
７
月
５
日
、
せ

と
う
ち
児
島
ホ
テ
ル(

岡
山

県
倉
敷
市)

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
約
２
０

０
人
で
、
当
会
か
ら
は
４
人

が
参
加
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
５
類
移
行
後
と
い
う

こ
と
で
、
マ
ス
ク
を
外
し
た

人
も
多
く
、
明
る
い
前
向
き

な
雰
囲
気
の
大
会
で
し
た
。

　
式
典
の
主
催
者
や
来
賓
の

挨
拶
で
は
「
コ
ロ
ナ
禍
を
乗

り
越
え
て
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
で
時
代
を
つ
か
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
趣

旨
の
話
が
異
口
同
音
に
あ
り

ま
し
た
。

　
他
の
人
が
気
づ
い
て
い
な

い
視
点
、
別
の
方
向
か
ら
見

る
と
違
っ
て
見
え
る
こ
と
、

そ
ん
な
こ
と
に
気
づ
く
こ
と

が
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。

　
活
動
事
例
発
表
で
は
、
児

島
女
性
会
の
皆
さ
ん
が
青
少

年
育
成
事
業
に
力
を
入
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
参
考
に
し

た
い
内
容
も
多
く
勉
強
に
な

り
ま
し
た
。

　
続
く
記
念
講
演
は
「
う
つ

く
し
い
、
命
～
大
島
花
子
コ

ン
サ
ー
ト
～
」
で
し
た
。
大

島
さ
ん
は
、
父
親
で
あ
る
故

・
坂
本
九
さ
ん
と
の
思
い
出

や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が

ら
、
美
し
い
歌
声
を
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
簡
単
な
手
話
を

し
な
が
ら
、
会
場
参
加
者
全

員
で
一
緒
に
歌
っ
た
「
夕
焼

け
こ
や
け
」
は
、
印
象
に
残

り
ま
し
た
。

　
最
初
は
伴
奏
つ
き
、
次
は

歌
と
手
話
だ
け
、
そ
し
て
最

後
に
は
手
話
だ
け
の
音
の
な

い
夕
焼
け
こ
や
け
で
、
参
加

者
全
員
の
心
が
一
つ
に
。
命

の
美
し
さ
、
日
常
の
輝
き
、

失
く
し
て
み
て
分
か
る
こ
と

の
重
さ
を
感
じ
て
、
し
み
じ

み
と
し
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　
翌
日
は
、
国
の
重
要
文
化

財
・
旧
野
崎
家
住
宅
と
「
ジ

ー
ン
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
」
を
視

察
。
江
戸
時
代
か
ら
製
塩
業

や
繊
維
産
業
の
町
と
し
て
栄

え
、
現
在
は
「
国
産
ジ
ー
ン

ズ
の
聖
地
」
と
し
て
観
光
客

が
多
く
訪
れ
る
町
と
な
っ
た

児
島
の
様
子
を
見
て
、
感
じ

て
き
ま
し
た
。

　
町
の
あ
ち
こ
ち
に
ジ
ー
ン

ズ
を
使
っ
た
も
の
、
ジ
ー
ン

ズ
調
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
も

の
が
あ
っ
て
、
町
づ
く
り
の

工
夫
を
感
じ
た
１
日
で
し
た
。

　
他
女
性
会
と
の
交
流
も
深

め
、
今
後
の
活
動
へ
の
思
い

を
新
た
に
し
て
児
島
を
後
に

し
ま
し
た
。（
事
業
委
員
Ｈ
）

　
倉
吉
市
の
打
吹
回
廊(

明

治
町)

で
６
月
14
日
、
鳥
取

県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合

会(

県
商
女
性
連)

の
会
員
交

流
会
が
４
年
ぶ
り
に
対
面
で

開
催
さ
れ
、
当
会
か
ら
は
岡

空
京
子
会
長
を
は
じ
め
、
11

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
員
交
流
会
で
は
、
開
催

地
の
倉
吉
女
性
会
・
小
林
知

子
会
長
が
歓
迎
挨
拶
を
行
い
、

各
地
女
性
会
の
代
表
が
活
動

内
容
を
報
告
。

　
当
会
の
寺
本
智
恵
副
会
長

は
昨
年
、
10
回
目
を
迎
え
た

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

や
そ
の
収
益
金
を
使
っ
て
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
事
業
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
、
４
日
後
に

迫
っ
た
「
境
港
ま
ぐ
ろ
感
謝

祭
」
も
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
大
原
美
術

館(

岡
山
県
倉
敷
市)

の
柳
沢

秀
行
学
芸
統
括
を
招
き
「
美

術
館
が
社
会
に
で
き
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
記
念
講
演
会
。

　
柳
沢
氏
は
ま
ず
、
美
術
館

の
主
な
役
割
は
作
品
資
料
の

収
集
、
保
存
、
展
示
、
研
究

で
、
そ
れ
を
担
う
専
門
家
が

学
芸
員
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
１
９
３
０

年
に
開
館
し
た
大
原
美

術
館
は
、
感
性
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
に
本
物
の

良
質
な
美
術
を
体
験
し

て
も
ら
う
未
就
学
児
受

け
入
れ
事
業
を
年
間
で

約
30
回
実
施
し
て
い
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
。

　
ま
た
、
若
手
作
家
を

倉
敷
市
に
招
い
て
滞
在

マ
グ
ロ
料
理
を
ふ
る
ま
う
当
会
会
員

来賓挨拶をする倉敷
市の伊藤香織市長

い
も
食
べ
た
こ
と
の
な
い
人

が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
が
、「
家

で
作
っ
て
み
た
い
か
ら
レ
シ

ピ
を
教
え
て
」
と
言
う
人
も

多
く
、
レ
シ
ピ
を
配
布
し
て

作
り
方
も
紹
介
。

　
こ
ん
な
に
身
近
で
マ
グ
ロ

を
食
べ
ら
れ
る
、
日
本
有
数

制
作
を
支
援
し
、
展
覧
会
を

実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、

幅
広
く
柔
軟
な
活
動
を
通
し

て
、
皆
が
楽
し
め
る
美
術
館

づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
子
ど
も
達
が
身
近

に
鑑
賞
体
験
学
習
で
き
る
こ

と
は
、
と
て
も
素
晴
ら
し
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

ピ
カ
ソ
の
作
品
は
子
ど
も
達

に
人
気
の
写
生
対
象
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
２
０
２
５
年
春
に
は
、
倉

吉
市
に
鳥
取
県
立
美
術
館
が

開
館
し
ま
す
。
良
い
事
例
を

参
考
に
し
て
、
ソ
フ
ト
部
分

を
充
実
し
た
素
晴
し
い
施
設

に
な
る
よ
う
期
待
し
ま
し
ょ

う
。
　
　
　（
総
務
委
員
Ｓ
）会員交流会に参加した当会会員

の
天
然
本
マ
グ
ロ
漁
獲
量
を

誇
る
境
港
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
え
る
１
日
で
し
た
。

（
親
睦
委
員
Ｓ
）

県
商
女
性
連
が
会
員
交
流
会

大
原
美
術
館
・
学
芸
統
括
が
講
演

チャリティーゴルフ大会
収益は地域活性化へ

11月３日開催

　境港商工会議所女性会は11月
３日(金･祝)、チャリティーゴルフ
大会をグリーンパーク大山ゴルフ
倶楽部(南部町)で開催します。
　ことしで11回目となる当大会は、
大会収益金を活用して、これまで
に車椅子やプランター、屋外用ベ
ンチなどを寄贈してきました。
　当女性会は、今後も大会収益
金を地域活性化のために有効活
用していきたいと考えていますの
で、大会趣旨にご賛同いただける
皆さんのご参加とご協力をお待ち
しています。
　当ゴルフ大会について、詳しく
は当女性会事務局(境港商工会
議所内、☎44－１１１１)にお問い
合わせください。
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公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～70歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

長栄善二郎事務所
事務所　境港市湊町84番地（市役所前）

ＴＥＬ 44－6517　 ＦＡＸ 44－4333

司法書士　行政書士

メールアドレス:nagae123@eos.ocn.ne.jp

不動産・会社・法人・船舶等の登記申請代理
簡易裁判所訴訟代理
民事裁判・家事調停及審判の訴状・申立書作成・提出
各行政機関に対する申請書の作成・申請代理

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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境　港

№108

青色申告会

青色申告会の元気企業

自転車の安全利用に注力

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
位
置
付
け
が
変
更
に

な
り
、
久
々
の
ス
ト
レ
ス
フ

リ
ー
な
夏
休
み
や
盆
休
み
を

過
ご
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
多

か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
６
月
15
日
の
午
前
に
境
港

青
色
申
告
会
、
午
後
に
境
港

青
色
申
告
会
女
性
部
の
総
会

【事業所のあらまし】
事業所名	 ながみサイクル
代 表 者	 永見 修（ながみ・おさむ）
住 所	 境港市幸神町105
事業内容	 自転車・電動自転車販売修理
定 休 日	 水曜日
営業時間	 9：00～19：00
T E L	 0859-45-0642

　
幸
神
町
の
「
な
が
み
サ
イ

ク
ル
」
さ
ん
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
佐
斐
神
町

か
ら
移
転
し
て
約
50
年
に
な

り
ま
す
。

　
お
父
さ
ん
が
体
調
を
崩
さ

れ
、
急
き
ょ
永
見
修
さ
ん
が

２
代
目
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
20

年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。

　「
家
業
の
手
伝
い
な
ど
、

全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
し

て
い
な
か
っ
た
私
が
代
表
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
当

然
、
知
識
も
技
術
も
あ
り
ま

せ
ん
。
お
客
さ
ん
か
ら
修
理

依
頼
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度
、

懇
意
だ
っ
た
同
業
者
に
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
」
と
事
業

を
引
き
継
い
だ
当
時
の
こ
と

を
話
す
永
見
代
表
。

　
ま
た
「
そ
こ
で
見
学
し
な

が
ら
技
術
的
な
指
導
も
受
け
、

お
陰
で
文
字
通
り
の
独
立
を

果
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
本
当
に
苦
し
い

(

精
神
的
・
肉
体
的)

時
期
で

し
た
が
、
こ
の
時
に
修
得
し

た
知
識
と
技
術
が
今
日
の
な

が
み
サ
イ
ク
ル
の
基
礎
や
基

盤
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、

振
り
返
り
ま
し
た
。

　
永
見
代
表
は
、
２
代
目
デ

ビ
ュ
ー
以
来
、
大
き
な
ウ
ネ

リ
を
体
験
し
て
い
ま
す
。
少

子
化
と
量
販
店
の
進
出
で
す
。

　
幼
少
の
頃
を
思
い
出
し
て

く
だ
さ
い
。
新
し
い
子
ど
も

用
自
転
車
を
喜
々
と
し
て
乗

り
回
し
て
い
た
頃
を
。
な
が

み
サ
イ
ク
ル
で
も
よ
く
売
れ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
最

近
の
販
売
台
数
は
激
減
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
量
販
店
で
は
、
低
価
格
の

自
転
車
が
多
数
陳
列
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
年
か
３
年
ほ
ど

使
え
れ
ば
い
い
と
い
う
人
が

大
半
の
よ
う
で
す
。

　「
き
ち
ん
と
し
た
材
質
で

し
っ
か
り
と
作
ら
れ
た
も
の

を
、
愛
情
を
持
っ
て
10
年
で

も
20
年
で
も
乗
り
続
け
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
の
で
す

が
」
と
永
見
代
表
は
話
し
ま

し
た
。

　
弓
ヶ
浜
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ

ー
ス
の
完
成
も
あ
っ
て
、
今

は
ア
ル
ミ
製
の
軽
い
ス
マ
ー

ト
な
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
の
販
売

が
伸
び
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。
ま
た
、
ペ
ダ
ル
を
踏
む

力
が
少
な
く
て
す
む
電
動
ア

シ
ス
ト
付
き
自
転
車
も
人
気

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
安
全
に
は
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
品
不
足
で
話
題
に
な
っ
て

い
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
で
す
が
、

現
在
そ
の
着
用
に
つ
い
て
は

努
力
義
務
に
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
的
に
も
優
れ
た
軽

量
の
も
の
が
販
売
さ
れ
て
い

ま
す
。

　「
自
分
の
身
を
守
る
も
の

で
す
。
積
極
的
に
着
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。
万

が
一
に
備
え
て
賠
償
保
険
加

入
も
是
非
ご
検
討
く
だ
さ

い
」
と
永
見
代
表
。

　
な
が
み
サ
イ
ク
ル
で
は
、

自
転
車
を
安
全
に
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
や
修
理
技
術
の
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
近
く
で
あ

れ
ば
、
出
張
修
理
も
可
能
で

す
し
、
種
々
の
相
談
に
も
対

応
し
ま
す
。

境港青色申告会  青色ひろば

身近な法律豆知識

隣接する土地の円滑な相互利用

　自分の土地と隣り合わせの土地は、気に
なる存在ですね。通行や流水、排水、境界
といった問題で、使わせてもらう必要がで
てくるかもしれません。そこで、隣接する
不動産の所有者間(相隣関係)で、相互の土
地利用を円滑にするために、各自の不動産
の機能を制限して、調整するための法律(民
法209条)があり、2021年に改正され
ました。施行日は、ことし4月1日でした。
　改正209条は「土地所有者は、目的の
必要な範囲内で、隣地を使用できる。ただ
し、住家(住居)については、その居住者の
承諾がなければ、立ち入ることができない」
と、目的の必要な範囲内での隣地使用を認
め、住居への立ち入りは居住者の承諾を前
提とすることを明記しました。
　また、使用できる目的の範囲を「境界と
その付近の障壁、建物そのほかの工作物の
築造、収去または修繕、境界標の調査また
は境界に関する測量」とし「ただし、使用の
日時や場所、方法は隣地使用者のために損
害が最も少ないものを選ばなければならな
い」と規定しています。
　さらに「土地の所有者は隣地を使用する
時、あらかじめ、その目的、日時、場所、
方法を隣地の所有者と使用者に通知しなけ
ればならない。ただし、事前通知が困難な
時は、使用を開始した後、遅延なく通知す
ることで足りる」と通知方法も明記しました。
　改正前と比べると、土地の所有者が所定
の目的のために必要な範囲内で隣地を使用
する権利を持つことが明確になっています。
また、隣地所有者と使用者の利益も明文化。
さらに、隣地使用の目的として認められる
範囲が拡がり、はっきりとしました。
　このほか、民法210条(公道に至るた
めの他の土地の通行権)、21３条の2(ガ
ス、水道の継続的給付を受けるための設備
の設置権)、214条(自然水流に対する妨
害の禁止)、22３条(境界標の設置)、2３
３条(竹木の枝の切除と根の切取り)、2３
4条(境界線付近の建築の制限)に関する条
文なども改正されています。　　　　　S

ー ながみサイクル ー

  

笑
顔
届
け
る
活
動
を

女
性
部
だ
よ
り

　
永
見
代
表
は
「
些
細
な
こ

と
で
も
構
い
ま
せ
ん
の
で
お

声
が
け
く
だ
さ
い
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
こ
の
時
期
に
爽
快
感
が
味

わ
え
る
の
は
や
は
り
、
自
転

車
な
ら
で
は
で
し
ょ
う
。
あ

な
た
も
、
な
が
み
サ
イ
ク
ル

の
自
転
車
で
走
っ
て
み
て
は

い
か
が
で
す
か
。
　
　
　
Y

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
に

続
き
、
こ
と
し
も
青
色
申
告

会
総
会
の
前
に
米
子
税
務
署

長
に
よ
る
税
務
研
修
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　
女
性
部
総
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
案
が
承
認
さ
れ
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
研
修

会
事
業
も
例
年
通
り
実
施
と

な
り
ま
し
た
。
９
月
中
に
は

両
事
業
に
つ
い
て
相
談
し
、

決
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
消
費
税
の
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

消
費
税
免
税
事
業
者
の
皆
さ

ん
が
登
録
を
希
望
す
る
場
合
、

10
月
１
日
か
ら
の
登
録
を
受

け
る
に
は
９
月
30
日
ま
で
の

申
請
が
必
要
で
す
。

　
境
港
青
色
申
告
会
女
性
部

も
皆
様
に
様
々
な
情
報
を
発

信
し
、
ま
た
笑
顔
を
お
届
け

で
き
る
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見

ご
希
望
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
I

最近の自転車事情を話す永見修代表

北

ながみサイクル

　つばさ
●保育園
　つばさ
●保育園

●
市民の森
●

市民の森

空
港
入
口
↓

　
こ
と
し
10
月
１
日
か
ら
消

費
税
の
適
格
請
求
書
等
保
存

方
式(

イ
ン
ボ
イ
ス
方
式)

が
導
入
さ
れ
ま
す
。
わ
が
社

は
ど
う
対
応
す
れ
ば
良
い
の

か
迷
っ
て
い
る
事
業
者
の
皆

さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。

　
消
費
税
は
、
課
税
売
上
に

係
る
消
費
税
額
か
ら
課
税
仕

入
れ
に
係
る
消
費
税
額
を
控

除
し
、
原
則
と
し
て
そ
の
差

額
が
納
付
す
べ
き
消
費
税
額

と
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
の
導
入

後
、
消
費
税
の
課
税
事
業
者

が
仕
入
税
額
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
仕
入
れ
先
か
ら

受
け
取
っ
た
適
格
請
求
書
や

帳
簿
の
保
存
が
必
要
で
す
。

　
適
格
請
求
書(

イ
ン
ボ
イ

ス)

を
発
行
で
き
る
の
は
「
税

務
署
長
の
登
録
を
受
け
た
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に

限
ら
れ
、
免
税
事
業
者
か
ら

の
仕
入
に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
仕
入
税
額
控
除
の
適

用
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
適
格
請
求
書
の
記
載
事
項

に
つ
い
て
は
、
発
行
事
業
者

の
登
録
番
号
な
ど
、
所
定
の

記
載
要
件
を
満
た
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
M

インボイス方式

税務・会計
一口メモ



　空港２階に境港市内でカニなどの魚介類の販売・加工を手掛ける
㈲丸八水産が立ち上げたラーメン屋「まるはち屋」がオープンしました。
　地元食材を使用したこだわりのラーメンをぜひご堪能下さい‼

まるはち屋　新規オープン!！

◎紅ズワイガニらぁ麺 1,100円(税込） ◎まるはち式牛骨らぁ麺 900円(税込） 

●営業時間:11:00～15:00 
※金曜日と日曜日は16:00～20:30も営業（ラストオーダー＝20:00)
※航空ダイヤの変更により変わる場合がございます。
●場所:米子鬼太郎空港ターミナルビル2階

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ね
！

看板メニュー
鳥取県の

ソウルフード

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

9
月
の
イ
ベ
ン
ト

　
前
回
の
ク
イ
ズ
問
題
は

「
㈱
ひ
ま
わ
り
工
房(

外
江

町)

の
『
伯
州
綿
の
じ
ん
べ

え
』
は
、
海
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
か
わ
い
い
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

刺
繍
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
動

物
は
、
ど
れ
で
し
ょ
う
」
と

い
う
も
の
で
、
正
解
は
①
の

「
イ
ル
カ
」
で
し
た
。

当
選
者(

敬
称
略)

　
▽
松

本
美
枝
子(

上
道
町)

▽
西
村

正解と当選者

　
航
空
自
衛
隊
美
保
基
地

(

小
篠
津
町)

と
境
港
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー(

上
道
町)

は
９
月
９
日
、
同
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー(

み
な
と
テ
ラ

ス)

で
、
航
空
自
衛
隊
西
部

航
空
音
楽
隊
の
「
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト
in
境
港
」
を
開

催
し
ま
す
。
昨
年
に
続
き
２

年
連
続
の
開
催
で
す
。
西
部

航
空
音
楽
隊
は
、
九
州
・
中

国
・
四
国
地
方
を
主
な
範
囲

と
し
て
演
奏
活
動
を
展
開
。

ク
ラ
シ
ッ
ク
、
吹
奏
楽
オ
リ

ジ
ナ
ル
、
ジ
ャ
ズ
、
ポ
ッ
プ

ス
と
い
っ
た
幅
広
く
、
多
彩

な
ジ
ャ
ン
ル
を
レ
パ
ー
ト
リ

ー
と
し
て
い
ま
す
。
迫
力
あ

る
曲
か
ら
細
や
か
な
も
の
ま

で
、
自
由
自
在
の
演
奏
で
観

客
を
魅
了
し
て
き
た
同
音
楽

隊
の
演
奏
会
が
待
ち
遠
し
い

で
す
。

美
智
恵(

馬
場
崎
町)

▽
奥
田

雄
祐(

渡
町)

▽
矢
野
典
子

(

大
正
町)

▽
高
田
博
文(

誠

道
町)

賞
品
　
伯
州
綿
の
ハ
ン
カ
チ

２
色
セ
ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈱
ひ
ま
わ
り

工
房(

外
江
町)

ペ
ン
を
置
い
て

 

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

 「
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
恒
例
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
掘
り

出
し
物
が
見
つ
か
る
か
も
⁉

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
や
古
着
な
ど
、

何
が
出
品
さ
れ
る
か
は
お
楽

し
み
！

日
時
　
９
月
23
日
㈯
・
24
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

場
所
　
１
Ｆ
多
目
的
ホ
ー
ル

料
金
　
入
場
無
料

　
予
約
な
ど
、
詳
し
く
は
夢

み
な
と
タ
ワ
ー(

☎
47
―
３

８
０
０)

に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日　時　９月９日㈯　午後２時～４時(開場＝午後１時)
場　所　境港市民交流センター（みなとテラス）
　　　　(境港市上道町）
入場料　無料(入場には整理券が必要です）
受付け　午後１時から受付けを開始
整理券　みなとテラス、境港市文化ホール、境港市役所、
　　　　境港市内各公民館などで配布　 
　詳しくは､美保基地渉外室広報班(☎45－0211)まで｡

ふれあいコンサートin境港

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

応募資格は、20歳以上の人。ハガキにクイズの答え、
郵便番号、住所、氏名、年齢、電話番号、境港商工
会議所ニュースについてのひとことを明記して、下
記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

応募締切
スポンサー　　(一社)境港観光協会(竹内団地)
　　　　　　　　　　日本食品工業㈱(竹内町)

9月8日㈮(当日消印有効)

(一社)境港観光協会(竹内団地)と日本食品工
業㈱(竹内町)は共同で、クラフトビール「境港
シロネギエール ねぎ坊主」を開発しました。
このビールには白ネギのシードが使われてい
ます。さて、シードとは次のうち、どれでしょ
う。(ヒントは５ページ)

賞品  「境港シロネギエール ねぎ坊主」３本セット　５名様

① 花
② 種
③ 皮
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商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
代 表 者 	ディメイン ディラン
所 在 地	 境港市竹内町207-3
営 業 日	 火・木・日曜日
	 (変更、追加の可能性あり)
事業内容	 英会話教室
問い合わせ先
email:csenglish@outlook.jp
Instagram	DM、公式LINEチャットまたは電話

○創業のきっかけ？…オーストラリアの大学で教育の修士
課程を取得後、英語教師をしていた経験から、日本の学
校での英語教師に興味を持ち、来日しました。現在、日
本の小・中学校や高校での英語教師歴は10年になりま
す。妻の地元である境港に引っ越し、子育てを始めたの
を機に、友人や近所の皆さんから英語を教えてほしいと
依頼があり、2022年９月、開業に至りました。また妻も、
オーストラリア在住時に英語講師(TECSOL,J-Shine)の
資格を取得。帰国後の英語講師歴は10年になり、ベビー
親子向けの英語レッスンなどを実施しています。
○おすすめポイントは？…私たちは、英語という言語を習
得するためのステップとして、いかに実生活に結びつけ
るかという点を重要視しています。そこで、毎月プロジェ
クト達成型のオリジナルレッスンを組み込み、１週目か
ら３週目までに学んだ内容を４週目にスペシャルレッス
ンとして、リアルな体験を英語でお届けします。本物に
触れ、楽しい体験から、子どもの意欲と自らの発話を引
き出します。
○お客様は？…現在は３歳から小学６年生までですが、０
歳から２歳までの親子レッスンや中・高校生レッスン、
大人レッスンも相談可能です。
○今後の事業展開（展望）？…現在は自宅の一室で、家庭的
で少人数制の小さな英会話教室として始めたばかりです
が、今後は店舗に移行する予定です。今後の未来を背負
う子どもたちが英語を習得し、世界とつながる大人にな
るサポートができれば、との強い思いがあります。
○一言PR！…私たちは、美しい世界を旅して回ってきま
したが、自然豊かな境港は子育てにも最適で、素敵な環
境だと思い戻ってきました。ただ、英語教育やその環境
は都会ほどには、チャンスがありません。その差を埋め
るような教育環境を整えることが夢です。ぜひ、国際化
に向けて、一緒に子育てをしながらバイリンガルを目指
しましょう！

#コーラルシー英会話

LINEInstagram

北

コーラルシー英会話

●
ぶっこん亭
●

ぶっこん亭

ファミリー　
マート●

ファミリー　
マート●

Ｒ
４
３
１

英
会
話
の
レ
ッ
ス
ン
中
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